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条
例
関
係

◎
川
根
本
町
印
鑑
条
例
の

一
部
改
正

�

…
全
員
賛
成
で
可
決

　

住
民
基
本
台
帳
法
の
一

部
改
正
に
伴
う
外
国
人
登

録
法
の
廃
止
に
よ
る
語
句

の
修
正
で
す
。

補
正
予
算

◎
平
成
24
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

�

…
全
員
賛
成
で
可
決

補
正
後
の
総
額

�

57
億
２
千
88
万
３
千
円

（
１
億
９
千
972
万
１
千
円

の
増
額
）

◎
い
や
し
の
里
診
療
所
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

�

…
全
員
賛
成
で
可
決

補
正
後
の
総
額

�

４
千
750
万
６
千
円

（
110
万
６
千
円
の
増
額
）

そ

の

他

◎
静
岡
県
市
町
総
合
事
務

組
合
規
約
の
一
部
変
更�

�

…
全
員
賛
成
で
可
決

◎
平
成
23
年
度
予
算
の
繰

越
分
に
関
す
る
報
告

・
一
般
会
計（
繰
越
明
許
）

翌
年
度
繰
越
額

�

２
億
１
千
367
万
５
千
円

・一
般
会
計（
事
故
繰
越
し
）

翌
年
度
繰
越
額

�

713
万
５
千
円

・
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
（
繰
越
明
許
）

翌
年
度
繰
越
額

�

330
万
円

議
員
提
出
議
案

◎
環
太
平
洋
経
済
連
携
協

定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の
対
応

に
関
す
る
意
見
書

�

…
全
員
賛
成
で
可
決

◎
川
根
本
町
議
会
委
員
会

条
例
の
一
部
改
正

◎
川
根
本
町
議
会
傍
聴
規

則
の
制
定

◎
川
根
本
町
議
会
会
議
規

則
の
一
部
改
正

　
…
い
ず
れ
も

�

全
員
賛
成
で
可
決

６

月

定

例

会

報

告

　

平
成
24
年
第
２
回
議
会
定
例
会
が
、
６
月
20
日
～
28
日
ま
で
開
会
さ
れ
、
提
出
さ
れ
た

10
議
案
中
、
初
日
に
８
議
案
が
可
決
し
ま
し
た
。

　

初
日
に
提
出
さ
れ
た
「
川
根
本
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
制
定
」
と
「
川
根
本
町
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
に
つ
い
て
は
、
第
１
常
任
委
員
会
に
付

託
し
て
審
査
を
行
い
、
最
終
日
の
28
日
に
追
加
さ
れ
た
３
議
案
と
合
わ
せ
て
原
案
通
り
可

決
し
ま
し
た
。

環太平洋経済連携協定（TPP）への
対応に関する意見書� （抜粋）

　昨年11月、政府はTPP交渉参加に向けて関係
国との協議に入ることを表明した。
　政府は協議入り表明の際、更なる情報収集に
努め、十分な国民的議論を経た上で、国益の視
点に立ってTPPについての結論を得ていくこと
を言明したにもかかわらず、（…中　略…）農業
をはじめとした地方が直面する各分野の具体的
な不安や懸念を解消するような説明や対応策は
示されておらず、十分な情報提供のもとに国民
的議論が深まったとは到底言いがたい状況であ
る。（…中　略…）本町においても基幹産業であ
る茶業に対して深刻な打撃を及ぼす可能性があ
り、農業だけでなく町全体の振興にも大きな影
響を与えることとなることも危惧しているとこ
ろである。
　よって当町議会は、国の将来に対する大きな
不安を払拭しきれていないＴＰＰへの対応につ
いては、国民への十分な説明と議論を尽くして
国民の合意を得るとともに、国民生活の安定と
安心を第一に考えていただき、国益を損なうよ
うな安易な協定に妥協することがないよう、慎
重に対応していただくことを強く要望する。

平成24年６月20日
� 静岡県川根本町議会
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条
例
関
係

◎
川
根
本
町
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
の
制
定

�

…
全
員
賛
成
で
可
決

◎
川
根
本
町
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
改
正

�

…
賛
成
多
数
で
可
決

　

こ
の
２
つ
の
条
例
案
は

定
例
会
初
日
に
第
１
常
任

委
員
会
に
審
査
を
付
託
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

21
日
に
開
催
し
た
委
員

会
で
は
、
ま
ず
午
前
９
時

か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
の
制
定
」
に
つ
い
て

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
平
成
21

年
11
月
に
設
置
さ
れ
た
川

根
本
町
ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
策
定
委
員
会
が
、
述

べ
22
回
に
わ
た
る
会
議
を

経
て
提
案
さ
れ
た
も
の
で

す
。
委
員
か
ら
の
質
問
や

意
見
に
は
、
担
当
の
企
画

課
職
員
か
ら
詳
し
い
説
明

や
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

引
き
続
き
午
前
11
時
か

ら
「
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正
」
に
つ
い

て
委
員
会
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
回
の
改
正
は
国
保
税

の
後
期
高
齢
者
支
援
金
に

係
る
部
分
と
介
護
給
付
金

に
係
る
部
分
の
税
率
を
引

き
上
げ
る
も
の
で
す
。
委

員
か
ら
の
質
問
や
意
見
に

対
し
、
担
当
の
生
活
健
康

課
職
員
か
ら
説
明
や
回
答

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
議
案
も
委
員

会
採
決
の
結
果
、
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

（
委
員
会
報
告
詳
細
は
４

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

補
正
予
算

◎
平
成
24
年
度
川
根
本
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

�

…
全
員
賛
成
で
可
決

補
正
後
の
総
額

　

57
億
１
千
994
万
３
千
円

�

（
94
万
円
の
減
額
）

◎
平
成
24
年
度
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

�

…
賛
成
多
数
で
可
決

補
正
後
の
総
額

　

９
億
４
千
960
万
円

�

（
１
千
690
万
円
の
増
額
）

議
員
提
出
議
案

◎
川
根
本
町
議
会
基
本
条

例
検
討
特
別
委
員
会
設
置

に
関
す
る
決
議

�

…
全
員
賛
成
で
可
決

　

平
成
25
年
度
の
制
定
を

目
標
に
、
特
別
委
員
会
を

設
置
す
る
も
の
で
す
。

○初　　日　９月４日（火） 午前９時　開会
○最 終 日　９月19日（水） 午前９時　開会

本会議はどなたでも傍聴できます。ぜひお越しください。議会の日程は変更になることもあります
ので、詳しくは議会事務局（電話５６－２２２９）までお問い合わせください。

９月の
議会日程

　「議会基本条例」とは町の重要な意思を決定するための町長・町議会・町民の関わりを決めたもので、
これまでも多くの地方議会で制定されています。本町でも７名の委員で構成する特別委員会を設置しまし
た。平成25年６月制定を目指して、調査・研究を行います。

◆委員構成◆
委 

員 

長　

鈴
木
多
津
枝
議
員

副
委
員
長　

中
田　

隆
幸
議
員

委　
　

員　

久
野　

孝
史
議
員

委　
　

員　

森　
　

照
信
議
員

委　
　

員　

髙
畑　

雅
一
議
員

委　
　

員　

中
澤　

莊
也
議
員

委　
　

員　

長
塚　
　

誠
議
員

※
議
長
を
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
す
る

最
終
日
（
28
日
）
に
可
決
さ
れ
た
議
案

開かれた議会を目指して・・・
「川根本町議会基本条例検討特別委員会」を設置しました

▲

議
会
基
本
条
例
制
定
第
１
号
・
北
海
道
栗
山

町
議
会
で
の
視
察
で
は
全
国
か
ら
多
く
の
市

町
議
会
が
視
察
に
訪
れ
、
合
同
で
研
修
会
を

行
い
ま
し
た
。（
写
真
は
平
成
22
年
10
月
に

行
っ
た
視
察
研
修
会
の
様
子
）
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◎
議
案
第
35
号
「
川
根
本

町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
」

審
査
日
時

　
６
月
21
日
午
前
９
時
～

　

審
査
は
、
条
例
の
概
要

に
つ
い
て
担
当
課
職
員
よ

り
説
明
を
受
け
な
が
ら
進

め
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
平
成
21

年
11
月
に
設
置
さ
れ
た
川

根
本
町
ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
策
定
委
員
会
に
よ
り
、

多
く
の
町
民
の
方
々
の
意

見
を
聞
き
、
述
べ
22
回
の

会
議
を
経
て
提
案
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る

町
民
、
議
会
、
町
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

制
定
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

委
員
よ
り
質
疑
が
あ
り
、

い
く
つ
か
の
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

質
問 

第
10
条
行
政
サ
ー�

ビ
ス
に
伴
う
負
担
を
分
任
」�

に
つ
い
て
、
町
民
は
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
と
負

担
は
当
然
だ
と
い
う
解
釈

を
す
る
の
で
は
な
い
か
。

回
答 
「
負
担
の
分
任
」

と
は
地
域
の
草
取
り
、
防

災
、
ゴ
ミ
の
分
別
等
の
作

業
も
含
ま
れ
て
お
り
、
町

民
の
状
況
に
応
じ
て
そ
う

し
た
こ
と
の
負
担
も
し
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
意
味

で
あ
る
。

質
問 

第
30
条
、
地
方
自

治
法
の
住
民
投
票
で
な
く
、

町
長
の
考
え
で
住
民
投
票

条
例
案
が
提
出
で
き
る
か
。

回
答 

自
治
法
の
住
民
投

票
と
は
別
に
、
町
長
の
場

合
は
直
接
請
求
の
署
名
が

無
く
て
も
議
案
と
し
て
条

例
を
提
出
す
る
こ
と
は
で

き
る
。
拘
束
力
は
な
い
が

当
然
結
果
は
尊
重
し
て
政

策
を
決
め
る
こ
と
と
な
る
。

質
問 

川
根
本
町
独
自
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の

考
え
が
取
り
込
ま
れ
て
い

て
い
い
条
例
と
思
う
。
大

切
な
こ
と
は
こ
の
条
例
を

形
骸
化
さ
せ
な
い
こ
と
。

そ
の
た
め
に
今
後
の
取
り

組
み
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

回
答 

牧
之
原
市
で
行
っ

て
い
る
マ
ン
ガ
等
を
用
い

た
事
例
を
参
考
に
親
し
み

や
す
い
説
明
を
し
て
い
き

た
い
。
今
回
の
条
例
策
定

委
員
会
は
解
散
す
る
が
、

今
後
見
直
し
が
必
要
と

な
っ
た
ら
、
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
条
例
の
見
直

し
を
行
う
。

　

以
上
の
よ
う
な
こ
と
が

確
認
さ
れ
、
委
員
会
採
決

の
結
果
、
全
員
賛
成
で
本

議
案
は
原
案
通
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

◎
議
案
第
37
号
「
川
根
本

町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
」

審
査
日
時

　
６
月
21
日
午
前
11
時
～

　

審
査
は
、
改
正
条
例
案

の
概
要
に
つ
い
て
担
当
課

職
員
よ
り
説
明
を
受
け
な

が
ら
進
め
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
は
、
医
療

分
は
据
え
置
き
と
し
後
期

高
齢
者
支
援
金
分
と
介
護

納
付
金
分
の
税
率
を
引
き

上
げ
る
も
の
で
す
。

　

担
当
者
の
説
明
後
、
委

員
よ
り
質
疑
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

質
問 

税
改
正
を
す
る
要

因
に
つ
い
て
。

回
答 
23
年
度
の
国
保
会

計
見
込
み
で
、
後
期
高
齢

者
支
援
金
部
分
で
800
万
円

程
、
介
護
納
付
金
分
の
増

加
な
ど
に
よ
り
560
万
円
程

マ
イ
ナ
ス
が
出
る
。
こ
の

部
分
の
税
率
等
を
改
正
し

て
、
国
保
会
計
の
持
続
的

で
安
定
し
た
運
営
を
図
り

た
い
。
今
回
の
改
正
で
も

医
療
分
で
１
千
280
万
円
程

マ
イ
ナ
ス
に
な
る
が
、
こ

の
部
分
は
基
金
を
取
り
崩

し
対
応
す
る
。

質
問 

税
改
正
で
被
保
険

者
の
負
担
は
ど
う
な
る
か
。

回
答 

増
加
す
る
負
担
額

は
、
課
税
所
得
０
円
・
資

産
税
０
円
・
被
保
険
者
２

名
世
帯
で
１
千
512
円
の
増
、

課
税
所
得
100
万
円
・
資
産

税
２
万
円
・
被
保
険
者
２

名
世
帯
で
１
万
３
千
180

円
、
課
税
所
得
150
万
円
・

資
産
税
２
万
５
千
円
・

被
保
険
者
２
名
世
帯
で

１
万
８
千
700
円
の
増
加
と

な
る
。

質
問 

公
平
性
の
観
点
か

ら
、
徴
収
率
の
向
上
を
目

指
す
べ
き
と
思
う
が
、
町

と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

回
答 

滞
納
に
つ
い
て
は
、

納
税
者
の
意
識
の
変
化
に

伴
い
、
様
々
な
方
法
に
よ

り
対
応
を
考
え
て
い
き
た

い
が
、
足
を
使
っ
た
訪
問

等
に
よ
り
徴
収
体
制
を
整

え
て
い
き
た
い
。
そ
の
家

に
足
を
運
ん
で
話
を
聞
く

こ
と
に
よ
り
解
決
も
図
れ

る
と
思
う
。

　

そ
の
他
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
や
基
金
の

取
り
崩
し
で
対
応
し
、
値

上
げ
は
さ
け
る
べ
き
と
の

強
い
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

質
疑
の
あ
と
委
員
会
採

決
に
入
り
、
賛
成
多
数
で

本
議
案
は
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
常
任
委
員
会
審
査
報
告

６
月
定
例
会
初
日
に
提
出
さ
れ
た
２
つ
の
議
案
に
つ
い
て
、

第
１
常
任
委
員
会
に
お
い
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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問

答

質
問 

①
低
迷
が
続
く
観

光
と
茶
業
の
連
携
や
６
次

産
業
化
の
推
進
で
再
生
を
。

②
消
費
者
が
求
め
る
安

全
・
安
心
の
循
環
型
農
業

や
多
品
種
生
産
で
特
色
と

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
。

町
長 

①
荒
茶
価
格
の
低

迷
で
収
入
は
減
少
し
、
頑

張
っ
て
い
る
茶
農
家
や
共

同
工
場
さ
え
、
続
け
る
意

欲
を
無
く
す
危
険
性
が
強

ま
っ
て
い
る
。
高
齢
化
に

よ
る
労
力
不
足
の
解
消
や

品
質
向
上
の
た
め
の
共
同

摘
採
化
や
茶
収
益
減
少
を

補
完
す
る
農
作
物
の
導
入

や
、
町
の
資
金
投
入
で
法

人
を
立
ち
上
げ
、
摘
採

班
・
生
産
班
を
組
織
し
て

雇
用
創
出
を
図
り
、
耕
作

放
棄
地
を
増
や
さ
な
い
よ

う
に
し
た
い
。
加
工
所
建

設
、
体
験
農
業
、
市
場
へ

の
運
搬
等
を
支
援
し
、
全

品
出
品
者
や
自
園
自
製
自

販
農
家
が
行
っ
て
い
る
茶

縁
喫
茶
等
消
費
者
と
の
ふ

れ
あ
い
を
大
切
に
し
、
観

光
と
の
連
携
を
進
め
た
い
。

②
農
業
や
家
庭
か
ら
の
廃

棄
物
を
堆
肥
化
し
て
化
学

肥
料
を
減
ら
し
減
農
薬
に

取
り
組
ん
で
い
る
エ
コ

フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
者
が
70

名
い
る
。
反
当
た
り
８
千

円
の
補
助
が
あ
る
。
継
続

的
に
支
援
し
、
消
費
者
に

好
ま
れ
る
、
よ
り
安
全
・

安
心
な
茶
産
地
を
確
立
し

て
い
き
た
い
。

質
問 

①
増
え
続
け
る
特

養
待
機
者
へ
の
対
応
、
今

後
の
特
養
増
設
の
見
通
し

は
？
②
介
護
保
険
の
改
定

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
削
減
や

負
担
増
に
よ
る
利
用
抑
制

な
ど
の
影
響
は
？

町
長 
①
当
町
で
県
内
特

養
へ
の
入
所
申
込
み
述
べ

人
数
は
125
人
、
実
人
数
は

77
人
、
内
入
所
の
必
要
性

が
高
い
方
が
20
名
と
な
っ

て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
在
宅
介
護
希
望
が
約
７

割
と
高
い
の
で
、
第
５
期

計
画
に
新
規
施
設
は
立
て

ず
、
在
宅
で
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
重
度
化
し
な
い

よ
う
予
防
・
支
援
を
重
点

的
に
行
い
た
い
。
②
今

回
の
制
度
改
正
で
利
用
で

き
な
く
な
っ
た
報
告
は
受

け
て
い
な
い
。
サ
ー
ビ
ス

提
供
の
適
正
化
や
軽
減
制

度
の
周
知
を
行
い
、
利
用

者
の
負
担
軽
減
に
努
め
る
。

高
齢
化
率
は
42
％
と
県
内

で
最
高
だ
が
、
元
気
な
高

齢
者
が
多
く
、
今
後
も
介

護
予
防
事
業
を
推
進
し
、

多
く
の
人
が
参
加
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
、
給
付

費
や
保
険
料
の
抑
制
に
努

め
た
い
。

質
問 
浜
岡
原
発
の
再
稼

働
に
反
対
し
、
原
発
に
頼

ら
な
い
再
生
可
能
な
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
、
教

育
的
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

町
長 

新
聞
な
ど
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
対
し
「
科
学
的

根
拠
に
基
づ
く
安
全
対
策

が
十
分
に
な
さ
れ
た
上
で

地
元
及
び
近
隣
住
民
の
同

意
が
得
ら
れ
れ
ば
再
稼
働

を
認
め
る
べ
き
」
と
回
答

し
て
き
た
。
役
場
本
庁
舎

は
浜
岡
原
発
か
ら
47
㎞
で

半
径
50
㎞
圏
内
に
あ
り
、

事
故
が
起
き
れ
ば
影
響
は

少
な
く
な
い
。
再
稼
働
は

慎
重
に
対
応
す
べ
き
問
題

で
あ
る
。
小
水
力
発
電
や

間
伐
材
等
を
使
っ
た
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
な
ど
当
町
も

今
後
、
研
究
の
必
要
が
あ

る
。

教
育
長 

今
後
は
、
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
自
然
環
境
、

○観光と茶業の連携・六次産業化や特色あ
る農業への支援を
○特養入所待機者への対応は？
○浜岡原発再稼働に反対の意思表示を

○支援継続し、消費者に好まれる茶産地確立したい
○在宅サービス、予防・支援を重点的に行う
○事故起きれば影響は大きい。再稼働は慎重に対応
すべき問題

人
的
環
境
に
も
優
し
い
安

全
な
も
の
で
な
く
て
は
な

ら
な
い
こ
と
に
配
慮
し
て

指
導
し
て
い
き
た
い
。

鈴木多津枝 議員

徳山のあかいしの郷

浜岡原発全景（ホームページより）
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問

答

質
問 

日
中
友
好
事
業
の

目
的
、
今
ま
で
の
経
緯
と
、

今
後
の
対
応
を
問
う
。

町
長 

平
成
21
年
に
、
知

事
広
聴
で
川
勝
知
事
よ
り

浙
江
省
竜
泉
市
と
の
友
好

提
携
の
提
案
を
受
け
、
経

済
発
展
を
し
、
成
長
す
る

中
国
で
す
の
で
、
竜
泉
市

と
の
交
流
か
ら
、
国
際
化

す
る
中
で
、
私
た
ち
の
町

を
発
信
す
る
事
も
重
要
で

あ
る
と
思
い
、
日
中
友
好

事
業
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

　

22
年
３
月
に
静
岡
県
職

員
と
川
根
本
町
職
員
３
名

が
竜
泉
市
を
訪
問
、
同
年

８
月
に
上
海
万
博
を
兼
ね

て
議
員
２
名
職
員
３
名
が

竜
泉
市
を
訪
問
、
同
年
10

月
に
は
、
ふ
じ
の
く
に
訪

問
団
で
浙
江
省
を
訪
れ
た

そ
の
足
で
、
議
長
、
議
運

委
員
長
と
と
も
に
杭
州
で
、

竜
泉
市
長
と
面
会
し
て
交

流
し
ま
し
た
。

　

23
年
５
月
の
竜
泉
市
訪

町
計
画
が
、
３
月
震
災
で

６
月
に
延
期
、
５
月
26
日

に
突
然
の
人
事
異
動
、
書

○日中友好事業の目的は？
○今までの経緯は？
○今後の対応は？

○友好交流の中でわが町を発信する

○８月２日～３日　竜泉市９名来町

○友好提携に向けて交流を進める

記
、
市
長
異
動
で
訪
町
が

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
３
月
、
書
記
、
市

長
が
正
式
に
就
任
、
５
月

に
本
町
訪
問
の
希
望
の
問

い
合
わ
せ
が
入
り
、
８
月

２
日
・
３
日
に
本
町
を
訪

れ
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
に
は
静
岡
県
と
浙

江
省
の
友
好
提
携
の
30
周

年
事
業
に
、
知
事
を
団
長

に
浙
江
省
を
訪
れ
ま
す
の

で
、
私
も
同
伴
し
て
、
そ

の
足
で
竜
泉
市
に
私
を
含

め
て
４
名
程
で
訪
問
す
る

計
画
で
い
ま
す
。

質
問 

８
月
に
本
町
来
庁

の
折
、
ど
ん
な
話
を
す
る

の
か
。
ま
た
、
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

企
画
課
長 

８
月
２
日
、

川
根
本
町
に
入
り
来
庁
し

ま
す
の
で
、
相
互
交
流
の

友
好
を
深
め
、
友
好
交
流

の
促
進
に
向
け
て
努
力
す

る
意
向
書
を
取
り
交
わ
す

計
画
を
し
て
い
ま
す
。

　

意
向
書
は
、
竜
泉
市
の

方
か
ら
も
、
提
案
を
受
け

て
い
ま
す
。
そ
の
他
細
部

は
検
討
中
で
す
。

質
問 

11
月
に
町
長
を
含

む
４
名
程
、
竜
泉
市
へ
の

訪
問
を
計
画
し
て
い
る
と

言
わ
れ
た
が
、
民
間
人
を

連
れ
て
い
く
こ
と
は
考
え

な
い
か
。

町
長 

11
月
の
訪
問
は
私

も
竜
泉
市
は
初
め
て
で
す

の
で
、
民
間
人
を
と
そ
こ

ま
で
い
く
か
ど
う
か
。

　

で
き
る
だ
け
す
そ
野
の

広
い
交
流
に
つ
な
げ
た
い

と
は
思
っ
て
い
ま
す
。
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

中澤　智義 議員

平
成
22
年
８
月
に
中
国
・
竜
泉
市
を
訪
問
し
ま
し
た

66

一 般 質 問



問

答

質
問 

財
政
の
現
状
分
析

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
川

根
本
町
の
財
政
は
「
一
般

会
計
」「
特
別
会
計
」「
基

金
」
と
い
っ
た
財
政
シ
ス

テ
ム
の
中
で
管
理
さ
れ
て

い
ま
す
。
日
々
支
出
さ
れ

る
「
経
常
経
費
」
の
削
減

努
力
と
、
未
来
へ
の
投
資

い
わ
ゆ
る
政
策
的
費
用
の

捻
出
が
財
政
努
力
と
考
え

ま
す
。
川
根
本
町
の
財
政

内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

町
長 

平
成
24
年
度
の
予

算
規
模
は
（
歳
入
構
成
は

依
存
財
源
＝
地
方
交
付
税

41
％
＋
町
債
８
％
＋
そ

の
他
14
％
、
自
主
財
源

37
％
）
約
55
億
円
と
な
り
、

歳
出
は
経
常
的
経
費
が

85
％
、
投
資
的
経
費
＋
予

備
費
で
15
％（
約
８
億
円
）

と
い
っ
た
構
成
で
す
。
合

併
特
例
期
間
満
了
に
な
り

ま
す
と
、
財
政
事
情
は
更

に
厳
し
く
な
っ
て
い
き
ま

す
が
、
地
域
か
ら
の
要
望

に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

質
問 

財
政
規
模
の
内
、

基
金
残
高
は
？

総
務
課
長 

ざ
っ
と
で
す

け
れ
ど
も
基
金
は
38
億
円
、

借
入
が
60
億
円
で
す
。

質
問 

市
場
調
査
・
開
拓

な
ど
を
行
い
、
市
場
を
認

識
し
て
財
政
に
反
映
さ
せ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長 

民
間
活
力
、
住
民

生
活
向
上
支
援
の
た
め
、

事
業
を
計
画
し
、
整
備
し

て
き
て
お
り
ま
す
。

質
問 

土
地
政
策
に
関
し

て
で
す
が
、
今
回
は
「
移

住
定
住
推
進
事
業
」
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　

こ
の
過
程
で
交
流
の
た

め
の
組
織
・
事
業
、
条
例

の
制
定
、
空
き
家
整
備
事

業
な
ど
の
財
政
支
出
が
見

込
ま
れ
ま
す
が
、
定
住
者

の
投
資
や
地
域
貢
献
も
見

込
ま
れ
る
事
業
と
考
え
ら

れ
る
の
で
は
？

町
長 

平
成
21
年
の
空
き

家
調
査
に
よ
れ
ば
、
260
件

ほ
ど
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

高
齢
独
居
世
帯
は
410
件
で

総
世
帯
数
の
14
％
と
な
り
、

喫き
っ
き
ん緊
の
課
題
と
し
て
認
識

し
、
連
携
体
制
を
構
築
し

た
い
。

質
問 

今
後
の
具
体
的
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
？

企
画
課
長 

受
け
入
れ
側

と
し
ま
し
て
、
連
携
組
織

に
よ
る
対
策
委
員
会
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

質
問 

若
者
定
住
促
進
住

宅
の
方
々
の
将
来
的
受
け

皿
を
作
っ
て
い
く
必
要
も

あ
る
と
考
え
ま
す
が
。

副
町
長 

若
者
定
住
住
宅

は
年
齢
等
制
限
が
あ
る
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
引
き
続
き
居
住
生

活
で
き
る
か
ど
う
か
と
か

も
、
今
後
検
討
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

質
問 

公
共
用
財
産
、
駐

車
場
、
公
共
施
設
、
水

道
・
道
路
用
地
な
ど
が
、

過
去
の
経
緯
か
ら
私
有
地

だ
っ
た
り
し
て
い
る
が
、

そ
の
辺
の
状
況
を
お
知
ら

せ
い
た
だ
き
た
い
。

町
長 
今
後
、
事
業
実
施

に
当
た
っ
て
は
用
地
の
先

行
取
得
を
基
本
に
対
応
し

て
ま
い
り
た
い
。
借
地
料

に
つ
き
ま
し
て
は
、
場
所

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、

年
に
一
回
お
支
払
し
て
お

り
ま
す
。
単
価
は
一
平
米

当
た
り
年
額
15
円
か
ら
370

円
ま
で
様
々
で
す
。

質
問 

土
地
利
用
事
業
の

適
正
化
に
向
け
、
景
観
上
、

周
辺
環
境
の
影
響
な
ど
の

面
で
、
行
政
指
導
の
対
象

と
考
え
ら
れ
る
場
合
、
適

切
に
対
応
い
た
だ
き
た
い
。

町
長 

町
土
地
利
用
対
策

委
員
会
に
て
調
整
し
、
現

場
ご
と
対
応
し
て
ま
い
り

た
い
。

○財政の現状分析について
○土地政策と移住定住推進事業について
○公共用財産の管理状況について
○土地利用事業の適正化を求める

○財政事情は厳しいが、要望に対応していきたい
○喫緊の課題として認識。連携体制を構築したい
○公共用地は先行取得を基本に対応していきたい
○土地利用対策委員会にて調整し、現場ごと対応

長塚　誠 議員

若者定住促進住宅（地名）
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問

答

質
問 

町
教
育
行
政
の
推

進
に
つ
い
て
。
平
成
24
年

度
に
お
け
る
町
教
育
施
策

に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長 

町
教
育
行
政
に

お
い
て
目
指
す
こ
と
は
、

将
来
、
川
根
本
町
で
も
日

本
国
内
ど
こ
で
も
、
世
界

の
ど
の
国
に
行
っ
て
も
、

自
分
の
力
で
た
く
ま
し
く

生
き
て
い
け
る
子
ど
も
の

育
成
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

基
本
と
な
る
の
は
学
校

教
育
、
そ
の
中
で
問
題
を

自
ら
の
力
で
解
決
す
る
意

欲
を
育
成
し
て
い
き
た
い
。

学
校
に
お
い
て
中
核
を
な

す
の
は
授
業
で
す
。
私
は

特
に
考
え
る
力
、
思
考
力

の
育
成
を
主
に
考
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

心
の
面
で
は
、
優
し
さ
の

あ
る
子
ど
も
の
育
成
に
努

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

質
問 

小
規
模
校
の
良
さ
、

課
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長 

小
規
模
校
の
良

さ
は
、
一
人
一
人
の
能
力

に
応
じ
た
支
援
・
指
導
が

で
き
る
、
自
分
の
思
い
や

考
え
を
何
回
で
も
発
表
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
体

育
・
家
庭
科
等
で
は
、
数

多
く
の
実
技
を
繰
り
返
す

こ
と
が
で
き
る
。
子
供
た

ち
は
自
分
自
身
の
力
を
自

ら
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
や

す
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
が
経
験
し
た
中
で
は
、

課
題
は
一
人
一
人
の
思
い

や
考
え
を
出
し
合
い
、
ぶ

つ
け
合
い
、
練
り
合
い
を

高
め
て
い
く
こ
と
が
若
干

弱
く
な
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。

質
問 
児
童
・
生
徒
の
減

少
に
伴
う
小
・
中
学
校
の

あ
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長 

子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
ど
ん
な
学
校
が
必

要
な
の
か
、
幸
せ
に
つ
な

が
る
の
か
と
い
う
こ
と
を

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
適
切
な
判
断
や

集
団
の
中
で
の
教
育
の
効

果
等
を
総
合
的
に
勘
案
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
と
考

え
ま
す
。
ふ
さ
わ
し
い
組

織
を
つ
く
り
、
慎
重
に
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
問 

青
部
吊
橋
の
保

存
・
活
用
に
つ
い
て
、
町

は
青
部
吊
橋
の
近
代
遺
産

と
し
て
の
価
値
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

吊
り
橋
を
残
し
た
い
と
い

う
青
部
地
域
の
人
達
の
切

な
る
思
い
に
ど
の
よ
う
に

応
え
て
い
く
の
か
。

町
長 

現
時
点
で
青
部
吊

橋
の
文
化
財
と
し
て
の
価

値
は
見
出
し
て
い
な
い
し
、

文
化
財
保
護
審
議
会
等
で

も
話
題
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。
今
後
も
地
元
と
協
議

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

質
問 

一
年
半
後
に
再
開

さ
れ
る
護
岸
工
事
ま
で
の

間
、
町
が
吊
橋
の
維
持
管

理
を
中
電
か
ら
引
き
受
け

る
考
え
は
な
い
か
。

町
長 
町
が
占
用
許
可
を

受
け
て
い
な
い
違
法
構
築

物
の
管
理
は
で
き
な
い
と

判
断
し
て
い
ま
す
。

質
問 

観
光
振
興
、
交
流

人
口
の
増
、
地
域
の
活
性

化
を
図
る
観
点
か
ら
、
青

部
吊
橋
を
新
し
く
架
け
替

え
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長 

多
額
の
経
費
を
使

い
吊
橋
を
架
け
替
え
る
の

は
厳
し
い
状
況
で
す
が
、

広
く
町
民
の
意
見
を
聞
き

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

質
問 

高
齢
者
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
旧
町

単
位
で
サ
ー
ビ
ス
内
容
や

利
用
者
の
負
担
の
異
な
る

制
度
を
ど
の
よ
う
に
統
一

し
、
い
つ
頃
新
し
い
制
度

を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
。

町
長 

町
内
同
じ
配
食

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
内
容
の
統
一
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
実
施
時

期
に
つ
い
て
は
10
月
か
ら

と
考
え
て
い
ま
す
。

○学校教育のねらいと
　　　　小・中学校のあり方について
○青部吊橋の中電からの移管について
○新配食サービスの内容等について

○大切なのは考える力、思考力と心の優しさ
　　　　学校統合はふさわしい組織と慎重な対応が必要
○違法建築物の維持管理を町で行うことは無理
○１０月からは新しい配食サービスの提供を

中澤　莊也 議員
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問

答

質
問 

Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
方
式
で

の
通
信
基
盤
整
備
事
業
を

白
紙
撤
回
し
た
理
由
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

町
長 

情
報
通
信
基
盤
整

備
事
業
に
つ
い
て
は
、
新

町
合
併
時
に
お
け
る
主
要

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
議

会
の
承
認
を
得
て
進
め
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

計
画
は
平
成
19
年
３
月
に

策
定
し
た
第
一
次
川
根
本

町
総
合
計
画
に
引
き
継
が

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

平
成
21
年
度
か
ら
事
業
に

着
手
し
て
基
本
設
計
を
済

ま
せ
、
昨
年
度
、
詳
細
設

計
に
着
手
す
る
時
点
で
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、

事
業
計
画
を
必
要
と
思
わ

な
い
と
回
答
し
た
住
民
が

41
・
5
％
に
至
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
住
民
が
財
政
的
な

不
安
と
、
現
状
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
に
対
す

る
不
満
が
少
な
い
こ
と
に

加
え
、
町
が
提
供
し
た
各

種
の
情
報
に
対
し
、
住
民

の
方
が
疑
問
を
持
た
れ
た

こ
と
、
町
の
説
明
が
十
分

で
は
な
か
っ
た
結
果
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

質
問 

平
成
22
年
度
に
実

施
し
た
基
本
設
計
の
委
託

料
の
詳
細
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

町
長 

委
託
料
は
565
万
５�

千
円
、
支
払
日
は
平
成
23

年
４
月
25
日
、
支
払
先
は

ビ
ー
ム
設
計
㈱
で
す
。

質
問 

島
田
市
金
谷
地
区

の
通
信
基
盤
事
業
に
つ
い

て
の
知
見
を
伺
い
ま
す
。

町
長 

23
年
度
に
実
施
す

る
北
五
和
地
区
を
除
く
金

谷
地
区
の
整
備
で
す
。

　

事
業
主
体
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西

日
本
、
事
業
規
模
は
約

３
億
円
、
対
象
世
帯
数
は

６
千
300
世
帯
で
約
１
千
130

世
帯
の
加
入
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。
島
田
市
は
補

助
金
と
し
て
、
補
助
対
象

費
の
６
分
の
１
、
約
５
千�

万
円
を
支
出
し
ま
す
。
ま

た
、
県
の
補
助
金
も
同
額

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
整
備
主
体

で
あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
が

県
の
補
助
事
業
で
あ
る
光

フ
ァ
イ
バ
ー
網
整
備
推
進

事
業
を
活
用
し
て
、
フ

レ
ッ
ツ
光
ネ
ク
ス
ト
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
も
の
で

す
。

　

そ
の
た
め
、
完
了
後
は

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
が
提
示
す

る
全
国
一
律
の
利
用
料
金

を
各
利
用
者
が
支
払
い
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
所
有
の
設

備
で
す
の
で
、
そ
の
維
持

管
理
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
が

行
う
と
い
う
こ
と
で
あ
り

ま
す
。

質
問 

青
部
バ
イ
パ
ス
の

現
段
階
で
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長 

青
部
バ
イ
パ
ス
は

大
き
な
事
業
費
を
必
要
と

す
る
事
業
で
あ
る
上
に
、

近
年
の
社
会
情
勢
等
か
ら

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
測
量
・
設
計
等
も
終

了
し
用
地
の
取
得
も
ほ
ぼ

完
了
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
後
の
進
捗
度
合
に
つ
き

ま
し
て
は
、
い
か
に
予
算

を
確
保
で
き
る
か
と
い
う

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な

り
ま
す
の
で
、
１
日
も
早

い
完
成
の
た
め
に
よ
り
一

層
関
係
機
関
へ
の
要
望
活

動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
シ
ー
ズ
ン

や
朝
晩
の
通
勤
車
両
の
多

い
時
間
帯
の
交
通
渋
滞
、

ま
た
、
大
型
車
両
同
士
の

す
れ
違
い
困
難
等
に
よ
り
、

緊
急
車
両
の
通
行
や
観
光

業
・
製
造
業
等
に
悪
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
は

間
違
い
の
な
い
こ
と
で
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
の
状
況

を
早
期
に
解
消
す
る
た
め

に
、
関
係
機
関
に
対
し
ま

し
て
要
望
活
動
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

○川根本町通信基盤整備事業を白紙撤回し
た理由について
○青部バイパスの１日も早い完成を目指し
て

○事業を原点に戻した直接の理由は住民アンケートの結果を
重視したことであります
○青部バイパスは測量・設計・用地の取得も完了しているので、
今後関係機関への要望を行います

完成が待たれる青部バイパス（元藤川側から見た藤沢橋）

芹澤　廣行 議員
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編
集
後
記

　
「
議
会
だ
よ
り
」
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
、
今
回
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
い
た
し

ま
す
。
ご
返
信
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
今

後
の
紙
面
に
反
映
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

川
根
本
町
の
未
来
の
た
め
、
行
政
・
議
会

は
、
い
い
意
味
で
の
緊
張
感
を
持
っ
て
、
諸

案
件
に
取
り
組
む
こ
と
が
責
務
で
す
。

　

今
後
、「
議
会
基
本
条
例
」
策
定
作
業
に

も
入
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
時
代
の
変
化
の
中
、

議
会
改
革
を
前
進
さ
せ
な
が
ら
、
町
の
新
た

な
枠
組
み
作
り
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ご
理
解
・
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

節
電
の
夏
到
来
で
す
。
町
民
の
皆
様
、
ど

う
ぞ
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

�

（
Ｍ
・
Ｎ
）

編
集
委
員

�

（
第
一
常
任
委
員
会
）

委
員
長
　
中
澤
　
智
義

副
委
員
　
森
　
　
照
信

委
　
員
　
板
谷
　
　
信

〃
　
　
鈴
木
多
津
枝

〃
　
　
久
野
　
孝
史

〃
　
　
長
塚
　
　
誠

▲
第
23
号
～
26
号
ま
で
私

た
ち
第
一
常
任
委
員
会
が

担
当
し
ま
し
た
。

　
次
号
か
ら
第
二
常
任
委

員
会
が
担
当
し
ま
す
。

議 会 日 誌
４月
１日　　　消防団入団式
５～６日　町内小・中学校入学式
15日　　　町議会議員補欠選挙投票日
21日　　　第７回川根本町茶業振興協議会献茶式
26日　　　平成24年第２回町議会臨時会

徳山・桃沢川の桜

６月
14日　　　国保運営協議会
20～28日　平成24年第２回定例会
25日　　　「富士山静岡空港と地域開発を
　　　　　　すすめる会」総会

町内を彩っているアイセンカツラの花

５月
４日～　　全国茶品評会出品茶園激励

29～30日　第35回全国町村議会議長・

　　　　　　副議長研修会

28日　　　平成24年第３回町議会臨時会

全品出品茶摘採
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